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月 60 時間超の時間外労働に対する割増賃金率引き上げについて 

月 60 時間超の時間外労働に対する割増賃金率は、2023 年 4 月 1 日以降、中小企業も含めた全企業において 

50％以上となります。※割増賃金引き上げの対象となる労働時間は、2023 年 4 月 1 日以降の労働時間です。 

 

詳細やご不明な点は弊所までお問い合わせください。社会保険労務士事務所あおぞらコンサルティング TEL：03-3526-4277 

 1. 改正の内容 

担当：戸崎 

 

 2. 具体的な算出方法（例） 

 ～注意点～ 

●月 60 時間を超える時間外労働を深夜(22 時～ 

5 時)の時間帯に行わせる場合、割増賃金率は 

時間外 50％ + 深夜 25％ ＝ 75％  
となります。 

●月 60 時間の時間外労働時間の算定には、 

法定休日に行った労働時間は含まれません。 

        ↓ 

法定休日以外の休日に行った労働時間は、 

月 60 時間の時間外労働時間の算定に入れる 

必要があります。 

25％ 
 

50％ 
 

× 
 

算出例 ➢1 か月の起算日は毎月 1 日   ➢法定休日は日曜日   
➢カレンダー中の青字は時間外労働時間数 

 3. 必要な対応 

◆就業規則や 

 賃金規程の変更 

割増賃金率の引き上げ

に合わせて就業規則や

賃金規程の変更が必要

となる場合があります。 

●中小企業：2023 年 4 月 1 日～ 

 

●詳細はこちらをご確認下さい。https://www.mhlw.go.jp/content/000930914.pdf 

◆労働時間管理の変更 

60 時間超の割増賃金率が引き上げられることにより、給与計算をする上では 60 時間超と 60 時間以下とを 

区分して管理をする必要があります。ご注意ください。 

記載例 
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